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平成28年度評価対象年度平成２９年度施策評価シート

みどり活用プロジェクト

４　構成事業（Do②）

２　取組目標（Plan）

１　基本情報

戦略名みどりが価値を生み出すまちづくり

担当

３　取組状況（Do①）

Ｈ28年度
具体的取組

●地域での環境保全や創出の取り組みとしてのグラウンドワークの推進
・豊富な自然を有しており、市民が触れ合う機会を創出できる森があることから、神々廻市民の森を活動場所として選定
し、平成29年度に活動を実施するため、市民団体や学識者（大学教授）との意見交換、類似施設の視察を実施し、取り組み
の検討を行った。
・市民団体と協働で神々廻市民の森入口付近の花壇づくりに着手した。

●白井の自然環境の豊かさを知り育むための環境学習の推進
・実行委員会を組織し実施している環境フォーラムの実施内容の見直しについて検討を行ったほか、市民団体と共催で夏休
みこども環境学習を引き続き実施した。
・新たに、白井市内の水生生物の展示や市内に生息するホタルの調査を開始した。
・市民活動団体が実施している環境学習について、支援や市との共催での実施の可能性等について検討した。

取組目標

施策名

事業名

2-2-1-01

コード

森のグランドワーク推進事業

H28事業費

目標実現に
向けた取組

●豊かなみどりが生み出すきれいな空気や静けさといった白井市の良質な環境を、市民とともに守り、育むことで、愛着と
誇りを持てるまちづくりを進めます。

改善意見
取組状況

評価

●地域での環境保全や創出の取り組みとしてのグラウンドワーク（※）の推進
　みどりの地域資源を守り、育む活動など、地域や市民団体等が連携した取り組みを進めます。
※市民、市民団体、事業者及び市が連携して地域の環境保全の取り組みを行う活動で、生活の現場（グラウンド）に関する
創造活動（ワーク）のこと。
●白井の自然環境の豊かさを知り育むための環境学習の推進
　学校や市民団体等と連携し、みどりが形成されてきた歴史やその貴重さなどに関する学習機会を充実します。

前年度改善意見 改善意見への取組状況

主担当部

部長名

環境建設部

小林　茂輝

主担当課

関係課

環境課

1

2 2-2-2-01 環境学習推進事業

0

No

合計 14

うち一般財源

0

14

14

14

改善事項

市民団体等との連携強化

現状のまま継続

改善して継続
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単位

５　１次評価（Check①＆Action①）

72.1 72.1

基準値/基準年度

- -

Ｈ32年度Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度Ｈ28年度

実績値目標値

Ｈ32年度

33.8- - 44.0

定
量
的
評
価

　白井市の良質な環境を市民と守り育むことで、愛着と誇りの持てるまちづくりを進めるためには、時
間を要することから、中長期的な視点が求められるが、Ｈ２８年度は、身近な自然環境への興味、関心
を高められるような取組を行うとともに、市民団体、学識者（大学教授）等との意見交換や次年度の取
組について検討を行うなど、今後の取り組みの基礎を築くことができた。

進
捗
状
況

６　２次評価（Check②＆Action②）　白井市行政評価委員会による評価

課題

喫緊の課題 中長期的な課題

施策の
方向性

（改善策）

短期的な方向性 中長期的な方向性

　自然環境の良さ、自然環境の保全について満足度が高い
が、市民が白井市内の身近な自然環境について意外と知ら
ない状況にあることから、興味、関心が持てるよう、さら
に認知度を高める必要がある。

　市民が市内の自然環境の状況を理解し、市民と市が協働で自
然環境を守り、育んでいく必要がある。

　市内の豊富な自然を有する森の認知度を高めるため、
神々廻市民の森で市民団体等とグラウンドワーク活動を実
施する。
　市内の身近な自然環境に興味関心を持てるよう、緑が形
成されてきた歴史や、貴重さなどについて学習機会の充実
を図るとともに、市民団体が実施する環境学習を支援、共
催で実施する。

　市民が市内の自然環境をより理解できるよう、神々廻市民の
森でのグラウンドワーク活動を他にも広げていく。
　環境学習を通じて、自然環境への興味関心を高め、市民と行
政が協働で自然環境を守り、育んでいく。

定
性
的
評
価

順調

おおむね順調

やや遅れている

遅れている

８　３次評価における意見等への対応方針

対応方針

施策を取り
巻く環境の

変化

　市街化調整区域の開発について、平成２６年度から規制することとなったが、太陽光発電施設の設置に伴う林地開発など
により森林面積が減少している中、市民の自然環境への興味関心を高め、緑の地域資源を守り、育む活動を地域や市民団体
等が連携し行政と協働での取り組みが求められている。

市民と行政
の役割分
担・協働

改善意見等

改善意見等

７　３次評価（Check③＆Action③）　総合計画審議会による評価

　森のグラウンドワークについては市民と行政の協働で進めている。環境学習についても、既に市民団体が行っている環境
学習への支援や共催での実施など今後、さらに連携して協働で進めていく。

市民の役割・協働を拡大

・土地所有者を含めた市民の環境保全に対する意識が更に高まるよう啓発等に努めること。

※平成３０年度に３次評価を実施する。

行政の役割を拡大 現在の行政と市民の役割分担・協働を維持

白井のみどりの環境を自慢に思う市民の割合

地域の環境保全活動に参加している市民の割合

施策指標名


